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問題はない ほとんど問題はない 少し問題がある 大いに問題がある 総計
2017年度以前 320 257 86 13 676
2018年度 266 329 141 20 756
2019年度 255 469 238 33 995
2020年度 268 523 264 39 1094
総計 1109 1578 729 105 3521
行比率表 （単位：%）
問題はない ほとんど問題はない 少し問題がある 大いに問題がある 総計
2017年度以前 47.34% 38.02% 12.72% 1.92% 100.00%
2018年度 35.19% 43.52% 18.65% 2.65% 100.00%
2019年度 25.63% 47.14% 23.92% 3.32% 100.00%
2020年度 24.50% 47.81% 24.13% 3.56% 100.00%





















非常に満足 満足 ふつう 不満 非常に不満 履修なし 総計
問1-1 363 1197 1388 448 109 16 3521
問1-2 571 938 1149 435 143 285 3521
問1-3 368 745 1160 767 297 184 3521
問1-4 328 803 1411 522 158 299 3521
問1-5 297 792 1475 329 105 523 3521
問1-6 475 709 1111 214 65 947 3521
問1-7 323 774 1497 294 91 542 3521
行比率表
非常に満足 満足 ふつう 不満 非常に不満 履修なし 総計
問1-1 10.31% 34.00% 39.42% 12.72% 3.10% 0.45% 100.00%
問1-2 16.22% 26.64% 32.63% 12.35% 4.06% 8.09% 100.00%
問1-3 10.45% 21.16% 32.95% 21.78% 8.44% 5.23% 100.00%
問1-4 9.32% 22.81% 40.07% 14.83% 4.49% 8.49% 100.00%
問1-5 8.44% 22.49% 41.89% 9.34% 2.98% 14.85% 100.00%
問1-6 13.49% 20.14% 31.55% 6.08% 1.85% 26.90% 100.00%













非常に満足 満足 ふつう 不満 非常に不満 履修なし 総計
問題はない 226 435 344 77 20 7 1109
ほとんど問
題はない 109 595 681 162 25 6 1578
少し問題が
ある 27 161 342 170 27 2 729
大いに問題
がある 1 6 21 39 37 1 105
総計 363 1197 1388 448 109 16 3521
行比率表
非常に満足 満足 ふつう 不満 非常に不満 履修なし 総計
問題はない 20.4% 39.2% 31.0% 6.9% 1.8% 0.6% 100.0%
ほとんど問
題はない 6.9% 37.7% 43.2% 10.3% 1.6% 0.4% 100.0%
少し問題が
ある 3.7% 22.1% 46.9% 23.3% 3.7% 0.3% 100.0%
大いに問題
がある 1.0% 5.7% 20.0% 37.1% 35.2% 1.0% 100.0%






























英米語学科英米語専攻 80 317 154 95 12 4 662
英米語学科英語コミュ
専攻 62 207 83 47 8 0 407
英語教育学科／
英米語学科英語教育専攻 12 106 45 21 2 2 188
フランス語学科 35 141 66 30 5 2 279
中国語学科 26 100 34 20 8 0 188
現代英語学科 40 148 102 42 11 0 343
国際教養学科 45 169 101 46 8 2 371
グローバルビジネス学科 37 140 78 52 19 1 327
世界共生学科 25 130 57 27 14 0 253
世界教養学科 44 162 76 42 7 1 332
日本語学科／
国際日本学科 29 89 44 9 0 0 171














英米語学科英米語専攻 12.08% 47.89% 23.26% 14.35% 1.81% 0.60% 100.00%
英米語学科英語コミュ
専攻 15.23% 50.86% 20.39% 11.55% 1.97% 0.00% 100.00%
英語教育学科／
英米語学科英語教育専攻 6.38% 56.38% 23.94% 11.17% 1.06% 1.06% 100.00%
フランス語学科 12.54% 50.54% 23.66% 10.75% 1.79% 0.72% 100.00%
中国語学科 13.83% 53.19% 18.09% 10.64% 4.26% 0.00% 100.00%
現代英語学科 11.66% 43.15% 29.74% 12.24% 3.21% 0.00% 100.00%
国際教養学科 12.13% 45.55% 27.22% 12.40% 2.16% 0.54% 100.00%
グローバルビジネス学科 11.31% 42.81% 23.85% 15.90% 5.81% 0.31% 100.00%
世界共生学科 9.88% 51.38% 22.53% 10.67% 5.53% 0.00% 100.00%
世界教養学科 13.25% 48.80% 22.89% 12.65% 2.11% 0.30% 100.00%
日本語学科／
国際日本学科 16.96% 52.05% 25.73% 5.26% 0.00% 0.00% 100.00%































英米語学科英米語専攻 97 418 124 23 662
英米語学科英語コミュ専攻 67 261 68 11 407
英語教育学科／
英米語学科英語教育専攻 24 108 53 3 188
フランス語学科 49 176 44 10 279
中国語学科 37 110 40 1 188
現代英語学科 44 212 83 4 343
国際教養学科 46 239 79 7 371
グローバルビジネス学科 36 192 83 16 327
世界共生学科 42 162 41 8 253
世界教養学科 42 215 68 7 332
日本語学科／国際日本学科 28 119 24 0 171















英米語学科英米語専攻 14.65% 63.14% 18.73% 3.47% 100.00%
英米語学科英語コミュ
専攻 16.46% 64.13% 16.71% 2.70% 100.00%
英語教育学科／
英米語学科英語教育専攻 12.77% 57.45% 28.19% 1.60% 100.00%
フランス語学科 17.56% 63.08% 15.77% 3.58% 100.00%
中国語学科 19.68% 58.51% 21.28% 0.53% 100.00%
現代英語学科 12.83% 61.81% 24.20% 1.17% 100.00%
国際教養学科 12.40% 64.42% 21.29% 1.89% 100.00%
グローバルビジネス学科 11.01% 58.72% 25.38% 4.89% 100.00%
世界共生学科 16.60% 64.03% 16.21% 3.16% 100.00%
世界教養学科 12.65% 64.76% 20.48% 2.11% 100.00%
日本語学科／国際日本学科 16.37% 69.59% 14.04% 0.00% 100.00%
































































問題はない 205 297 216 92 64 235 1109
ほとんど問題はない 337 549 212 86 29 365 1578
少し問題がある 250 225 65 30 8 151 729
大いに問題がある 75 11 1 2 1 15 105















問題はない 18.49% 26.78% 19.48% 8.30% 5.77% 21.19% 100.00%
ほとんど問題はない 21.36% 34.79% 13.43% 5.45% 1.84% 23.13% 100.00%
少し問題がある 34.29% 30.86% 8.92% 4.12% 1.10% 20.71% 100.00%
大いに問題がある 71.43% 10.48% 0.95% 1.90% 0.95% 14.29% 100.00%















問題はない 18.49% 45.27% 64.74% 73.04% 78.81% 100.00%
ほとんど問題はない 21.36% 56.15% 69.58% 75.03% 76.87% 100.00%
少し問題がある 34.29% 65.16% 74.07% 78.19% 79.29% 100.00%
大いに問題がある 71.43% 81.90% 82.86% 84.76% 85.71% 100.00%



































問題はない 18.07% 24.61% 20.45% 10.23% 6.30% 20.33% 100.00%
ほとんど問題はない 20.00% 33.18% 15.83% 6.16% 1.80% 23.03% 100.00%
少し問題がある 35.70% 28.17% 9.25% 3.87% 1.72% 21.29% 100.00%
大いに問題がある 78.79% 6.06% 1.52% 1.52% 0.00% 12.12% 100.00%















問題はない 19.78% 33.58% 16.42% 2.24% 4.10% 23.88% 100.00%
ほとんど問題はない 24.09% 38.05% 8.60% 4.02% 1.91% 23.33% 100.00%
少し問題がある 31.82% 35.61% 8.33% 4.55% 0.00% 19.70% 100.00%
大いに問題がある 58.97% 17.95% 0.00% 2.56% 2.56% 17.95% 100.00%























































































































































常勤 64 34 98（35%）


























































































































（20名未満） 119 18 37 45 98 317
中規模講義
（20～60未満） 100 17 40 55 111 323
大規模講義
（60名以上） 35 17 12 12 219 295
語学演習科目 91 14 23 29 153 310
専門演習科目 43 3 11 20 216 293


































がわかる。その他、オンラインツールとして、Gmail, Padlet, Flipgrid, Edmodo, 

















































































全授業において総合的に 30 106 86 17 8 33
小規模講義（20名未満） 31 69 67 11 10 92
中規模講義（20～60未満） 17 60 60 19 7 117
大規模講義（60名以上） 6 18 29 7 11 209
語学演習科目 35 42 41 14 3 145
専門演習科目 17 21 27 4 4 207
ゼミナール科目 26 22 20 5 5 202
表34　学習効果について（比率）
対面の方が高い 両方同じくらい オンラインの方が高い
全授業において総合的に 55% 35% 10%
小規模講義（20名未満） 53% 36% 11%
中規模講義（20～60未満） 47% 37% 16%
大規模講義（60名以上） 34% 41% 25%
語学演習科目 57% 30% 13%
専門演習科目 52% 37% 11%

















































































































































































































































































































































































































































Eラーニングプラットフォームの講習会（Moodle, Classroom） 71 25.60%



















































































































































































































































学生 867 1082 494 210 102 766
教員 30 106 86 17 8 33
＊教員は「該当なし」として回答した数である
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工夫次第でどちらの方式も効果的な授業とすることが出来ることを示唆して
いる。実際に「両方同じくらい」と回答した理由として、多くが「一長一短
ある」と記述している。
むすび
　2020年度1期のオンライン授業について、サポートディスクの対応状況、
学生・教員へのアンケート調査・分析結果から確認された主な点を、順不同
で以下に列挙する。
　・問い合わせ状況を見ると、LMSなどのプラットホーム、Web会議システ
ムなど、オンライン授業で使用するツールに関するもの、授業の進め方
などが多い。
　・通信をはじめとする学習環境に問題を抱えている学生は、特に授業の満
足度が低い。また授業の形態によっても異なる。リアルタイム双方向型
やオンデマンド配信型は満足度が高いが、資料・課題提示型は低い傾向
にある。
　・学生は課題への対応に最も苦慮しており、低学年ほどその傾向が強い。
履修科目が多いことが原因の一つと推測する。
　・学生のその他の問題として、集中力が続かない、教員や友人とのコミュ
図21　対面授業とオンライン授業の学習効果に対する考え方の相違（表48のグラフ）
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ニケーションがとり辛いなどが見られる。ただし、対面より集中できる、
質問しやすいなど逆の意見もある。
　・教員の多くは、リアルタイム双方向型を取り入れており、対面に近い形
を実現しようとする試みが見られる。また学生との双方向性を確立して
いると考えているが、学生側ではフィードバックを得られない点を指摘
している。
　・教員はオンライン授業のメリットとして、時間的な効率を挙げる反面、
授業準備に時間がかかるデメリットを挙げている。授業における様々な
トラブルや問い合わせはオンライン授業に関わるツールに関する内容、
授業の進め方に関することが多い。
　・学習効果については、学生、教員の多くが「対面授業の方が効果がある」
と回答している。一方で「オンラインの方が効果がある」との回答は、
学生・教員ともに1割に満たない。「どちらも同じ」は、教員は31%と
高く、学生の解答14%と齟齬がみられる。
　次に、今後の改善に向けた方策としては、以下が考えられる。
　・学習環境に問題がある学生について精査し、対応を検討する。
　・授業で利用するツールや授業方法に関する諸問題を短期間に解決するた
めに、各部門の経験を集約・蓄積し、共有できるしくみを確立する。
　・学生、教員ともに、問題なく運営できるよう必要に応じて講習会を行う。
　・学生、教員が共通して「対面授業の方が学習効果が高い」と回答してい
る点について、さらに精査が必要である。諸問題については学生によっ
て受け止め方が異なる。対面、オンラインなどの授業形態というよりも、
こうした多様な学生に対応できるような授業への工夫が必要である。ま
た、全体で対処すべき問題と、個別に対処すべき問題との切り分けも必
要である。
　本稿執筆時点で、すでに2期が開始されているが、問い合わせやトラブル
は1期開始時に比べ激減している。これは学生や教員、各部門の努力と経験
を活かしてること、FD研修会で本調査結果を報告し情報共有を行ったこと
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の成果と考える。今回の調査分析でオンライン授業の問題点が明確になった
と同時に、対面にないメリットも確認された。対面授業が出来ない場合の代
替ではなく、対面、オンライン各々の利点を生かし、併用する方向が考えら
れる。今後も随時状況を把握し、対面、オンライン双方の分析が必要と考え
る。
 【山本恵】
謝辞
　本調査にあたって、大学関係者（学生、教職員）の非常に多くの皆様にご
協力いただいたことに、深く感謝いたします。
注
1 情報通信技術を活用して本学の教育・研究及び事務の改善を図ることを目的として2003
年に設立された。
2 各種情報メディアを活用した教育・個別学習に関する研究開発や運用・支援、言語情報、
データ科学教育に関する総括的業務を行う目的で2020年4月に発足した。2021年度より
メディア情報教育センターと統合予定である。
3 1回の問い合わせで複数の機能に渡る質問をしていた場合があるため、合計は表2の数値
より多くなっている。
4 https://intra.nufs.ac.jp/faq教員用（2020/07/12確認）。その後、URLが変更になってい
る。https://intra.nufs.ac.jp/教職員のみなさんへ/faq教員用（2020/09/19確認）。
5 1回の問い合わせで複数の機能に渡る質問をしていた場合があるため、合計は表2の数値
より多くなっている。
6 表23の総計が常勤の回答者数（98名）を上回っているが、その理由としては、回答者が
「常勤のみ回答を」という文言を見落として回答した可能性が考えられる。
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補足資料1　「オンライン授業に関する学生アンケート調査」調査項目
　1期のオンライン授業全般に関してお尋ねします。質問は全部で12あります。コ
ロナウィルスの感染状況によっては、今後もオンライン授業が実施される可能性
があります。そこで学生の皆さんのご意見をうかがって、今後の授業改善に役立
つような資料をまとめてたいと思います。本調査は無記名式で行い、他の目的に
は一切使用いたしません。ご協力をお願いいたします。なお、できるだけアンケー
ト回収率を高めるために、各学科でアンケートの回答を促す機会を設けていただ
くようお願いしております。必修授業などで先生方からの声掛けがあると思いま
す。より効果的な学びを実現するためにも、皆様の忌憚のないご意見をお願いい
たします。
 （調査担当：　名古屋外国語大学　MIDセンター）
A．学年（入学年度でお答えください。）
　　　1．2020年度（学部生）
　　　2．2019年度（学部生）
　　　3．2018年度（学部生）
　　　4．2017年度以前（学部生）
　　　5．大学院生
B．所属（学科、専攻）
　　　1．英米語学科英米語専攻
　　　2．英米語学科英語コミュ専攻
　　　3．英語教育学科／英米語学科英語教育専攻
　　　4．フランス語学科
　　　5．中国語学科
　　　6．世界教養学科
　　　7．日本語学科／国際日本学科
　　　8．世界共生学科
　　　9．現代英語学科
　　 10．国際教養学科
　　 11．グローバルビジネス学科
　　 12．国際コミュニケーション研究科
C．あなたの現在の学習環境に問題はありますか。通信環境、自宅の生活騒音など
を総合的に判断ください。
　　 問題はない
　　 ほとんど問題はない
　　 少し問題がある
　　 大いに問題がある
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問1．1期のオンライン授業について、全体としての「満足度」を授業方法別、授
業系列別に評価して下さい。＊（1）リアルタイム方式…Meet／Zoomなどを
用いて時間割上の時間帯で行う授業、（2）オンデマンド方式…収録ビデオを視
聴し課題を提出する授業、（3）資料・課題提示方式…配信された教材を自学習
し課題を提出する授業
　　 行 列
　　 1．授業方法－（1）リアルタイム方式 非常に満足
　　 2．授業方法－（2）オンデマンド方式 満足
　　 3．授業方法－（3）資料・課題提示方式 ふつう
　　 4．授業系列－語学演習科目 不満
　　 5．授業系列－専門演習科目 非常に不満
　　 6．授業系列－ゼミナール科目 履修なし
　　 7．授業系列－講義科目
問2．あなたが受講しているオンライン授業では、小テストや課題、意見交換など
を通した理解度の確認がどの程度実施されていますか。最も近いものを選んで
ください。その他の場合はできるだけ具体的に書いてください。
　　 すべての授業
　　 ほとんどの授業
　　 半数程度の授業
　　 一部の授業
　　 ほとんどない
　　 その他
問3．あなたが受講しているオンライン授業では授業内容などに関する疑問に対し
て担当教員からの適切なサポートが十分にありましたか？　最も近いものを選
んでください。
　　 全ての授業でサポートがある
　　 多くの授業でサポートがある
　　 サポートがある授業は少ない
　　 ほとんどの授業でサポートがない、または全くない
問4．オンライン授業で困っていることについて、当てはまることがあれば選択し
て下さい。その他の場合はできるだけ具体的に書いてください。特にない場合
はその他に「なし」と書いてください。（複数回答可）
　　 先生に質問がしにくい
　　 教員からのフィードバックがない
　　 集中力が続かない
　　 授業で使用されるシステムの使い方がよくわからない
　　 コンピュータの操作に慣れていない
　　 ネット環境に不具合がある
　　 課題が多い
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　　 授業の教材がわかりにくい
　　 学習のペースがつかみにくい
　　 友達と一緒に学べず孤立感を感じる
　　 その他
問5．オンライン授業で良かったと思うことについて、選択して下さい。その他の
場合はできるだけ具体的に書いてください。特にない場合はその他に「なし」
と書いてください。（複数回答可）
　　 自分のペースで学習出来る
　　 自宅で学習できる
　　 教室より集中出来る
　　 教材がわかりやすい
　　 復習が何度も出来る
　　 先生に質問がしやすい
　　 コンピュータやオンラインのツールについて知識やスキルが高まる
　　 移動が不要で効率が良い
　　 課題などのデータ管理がしやすい
　　 その他
問6．対面授業とオンライン授業で、授業内容の学習効果は等しいと思いますか。
　　 対面の方が学習効果が非常に高い
　　 対面の方が学習効果が高い
　　 両方同じくらい
　　 オンラインの方が学習効果が高い
　　 オンラインの方が学習効果が非常に高い
　　 授業により異なる
問7．問6に対する回答ついて、その理由を記述して下さい。
問8．オンライン授業に関して大学に行なってほしい講習はありますか（複数回答
可）
　　 eラーニングプラットフォーム（Moodle、Classroomなど）
　　 web会議ツール（Meet、Zoomなど）
　　 Officeソフトウェア（Word、Excel、PowerPointなど）
　　 デバイスの操作（パソコン、タブレット、スマホなど）
　　 その他
問9．今後のコロナウィルスの感染状況によっては、オンライン授業が継続される
可能性があります。1期の状況を踏まえ、皆さんが改善を望むことがあれば自
由に記述して下さい。
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補足資料2　「オンライン授業に関する教員アンケート調査」調査項目
　今後のCOVID-19の感染状況によりましては、2期もオンライン授業になる可能
性がございます。そこで本調査は、「1期でのオンライン授業の実施状況を把握し、
情報提供するとともに、授業改善および効果的な実施方法をご提案する」ことを
目的に実施いたします。これまでも随時調査を受けられたことと存じますが、半
期を終えた時点で改めて統一した質問項目にて全教員にお尋ねするものです。本
調査は無記名式で、質問項目は全部で16問です。学期末のお忙しい時期ではあり
ますが、どうぞご協力をお願いいたします。（  は必須回答項目）
Ⅰ．【基本情報】
　雇用形態
　所属（常勤の方のみ回答ください。学部共通の先生はより多くの授業を受け持っ
ている学科をお選びください。）
Ⅱ．【オンライン授業全般について】
オンライン授業実施状況の調査と分析■
71
Ⅲ．【授業内容・運営について】
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4'）追加質問：「その他」をお答えの方は、その具体的な内容をお書きください。
5）追加質問：問5で「その他」をお答えの方のみ、その具体的な内容をお書きく
ださい。
オンライン授業実施状況の調査と分析■
73
8）オンライン授業において工夫していらっしゃる授業方法があれば、お書きくだ
さい。
Ⅳ．【学習効果について】
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10）問9の「総合的な学習効果」の選択肢をお選びになった理由をお書きください。
Ⅴ．【オンライン授業の利点・欠点】
11）オンライン授業だからこそ実施できた授業内容があれば、お書きください。
差し支えなければ、授業名と内容両方の記述をお願いします。
12）オンライン授業のために実施できなかった授業内容があれば、お書きください。
差し支えなければ、授業名と内容両方の記述をお願いします。
オンライン授業実施状況の調査と分析■
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Ⅵ．【将来的なオンライン授業の実施について】
16）今後のコロナウイルスの感染状況によっては、オンライン授業が継続される
可能性があります。1期の状況を踏まえ、大学に改善を望むことがございましたら、
ご自由にお書きください。
　アンケート内容は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。
